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■ＣＥＳ２０２４ ＡＩ大競争時代

□「AI生活革命」幕開け 話せるクルマやポケット秘書 17兆円市場を争奪 2024.1.13

CES で仏ロレアルは AI が顧客一人ひとりに最適な化粧品を瞬時に提案する技術を公表した 

「話せるクルマ」や「ポケット秘書」――。世界最大のテクノロジー見本市「CES」の景

色が一変した。講演者は生成 AI（人工知能）について熱く語り、約 4000社の参加企業は

AI 活用策を競った。超頭脳を使いこなして顧客の心をつかめるかが、AI 大競争時代に企

業の浮沈を握る。 

「AI 生活革命」の幕開けを象徴したのが、初日に開かれた CES 基調講演登場の化粧品世

界大手仏ロレアルだ。「テクノロジーを消費者が必要としている」。ニコラ・イエロニム

ス最高経営責任者（CEO）は、生成 AI が顧客一人ひとりの肌に適した化粧品を提案する

サービスを説明した。スマートフォンで自分を撮影すると、化粧した後の顔や肌の画像

を生成 AIがつくり出す。 

□陰の「主役」は巨大テック 各業界の技術革新先導、くすぶる寡占懸念  2024.1.14

「CES」で、米アマゾン・ドット・コムや米マイクロソフトといった巨大テクノロジー企

業が存在感を高めた。人工知能（AI）をはじめとする先進技術の発達をけん引する一方、

後続企業の成長を阻害しかねない。巨大テック企業とどう向き合うかがイノベーション

持続のカギになる。

１ 



■ディスプレイデバイス（液晶・有機 EL 他）・タッチセンサー・部材

□ＪＤＩ、中国の開発区との事業を一部変更 G8.7に一本化、契約 3月末までに

 2023.12.28  

ジャパンディスプレイ(JDI)は 28 日、中国・蕪湖経済技術開発区(安徽省蕪湖市)との間

で進めている次世代 OLED「eLEAP」を用いた事業の立ち上げについて、最終契約の内容

や時期の変更を発表した。 蕪湖開発区で建設する工場を従来、G6／G8.7 としていたと

ころ、全体の工程を見直した結果、G8.7 に一本化することにした。また、最終契約締結

日を来年 3月末月まで延期することを合意し、修正 MOUを締結した。  

□ＶｕｅＲｅａｌ高透明のμＬＥＤ独自技術で出荷開始        2023.12.28

ＶｕｅＲｅａｌ（カナダ）は、独自のマイクロソリッドプリンティング技術で製造した

高解像度、高透明度のマイクロＬＥＤディスプレイの出荷を開始したと発表した。

□サムスン、“名刺並に薄い”有機 EL パネル開発。PC やタブレットの携帯性向上

  2024.1.9 

左が UT OLED パネル、右が液晶パネル 

Samsung Display は、CES 2024 において、薄さが約 0.6mm で“名刺の薄さ”だという超

薄型(UT)の UT OLEDパネルを発表した。液晶パネルの 3分の 1となる薄さ。 

□サムスン、17.3型まで広がる車載有機 EL ディスプレイ         2024,1,9

韓国の Samsung Display は CES 2024 にあわせて、最大 17.3 型(4:3)まで広げられる車載

用の有機 ELディスプレイ「Flex Note Extendable」を発表した。

 CES 2024 での車載用有機 EL デモ 

折りたたみ式とスライド式の有機 EL ディスプレイを組み合わせたデバイスで、完全に折

りたたんだ状態では 11 型のコンパクトサイズで、片側を広げるとアスペクト比 10:9 の

13.8 型に、さらにディスプレイをスライドして広げるとアスペクト比 4:3の 17.3型に画

面サイズを拡張できる。このフレキシブルデザインにより、表示するコンテンツに応じ

た体験を提供でき、Flex Note Extendable を車内で仕事をするためのラップトップデバ

イスとしても、映画を観るための大型ディスプレイとしても使用可能。

□フォックスコンとポロテック μＬＥＤで戦略提携 ＡＲ向け商品化を加速

 2024.1.11  

台湾の鴻海科技集団（フォックスコン）は、独自のＧａＮ技術を用いたマイクロＬＥＤ

を開発している英ポロテックと戦略提携を締結した。              ２ 



□ＢＣＤＴＥＫ 安徽のμ有機ＥＬ工場 ２５年中ごろに稼働へ 2024.1.15 

マイクロ有機ＥＬ（ＯＬＥＤｏＳ）の開発や製造を手がける中国ＢＣＤＴＥＫは、12 月

に安徽省で建設中のＫ２工場の上棟を発表した。12インチウェハー4000枚/月の 

ＯＬＥＤｏＳ生産拠点であり、投資額は１５億元。 

□米ルッキンググラス 携帯可のﾎﾛｸﾞﾗﾑ 生成ＡＩで３Ｄと会話 2024.1.15 

□液晶にナノ孔を形成 次世代材に応用が期待 名古屋大学と名古屋工業大学

  2024.1.29 

多孔性液晶が実現すれば、特定の分子を取り込んで並べたりすることにより新たな 

電子・光学材料、触媒の実現が期待できる。また流動性の高い液晶は成膜材料としても 

適しており、多様な形状の材料表面を多孔性修飾するインクとしても応用が見込まれる 

□パイクリスタルなど 3社、中小の技術力で「有機半導体ディスプレー」量産

 2024.1.17 

パイクリスタル（千葉県）、エレクス（岐阜県）、オルガノサーキット（千葉県）は、フ

レキシブルな有機半導体ディスプレーの量産に乗り出す。パイクリスタルとエレクスが

協力し、困難だった有機半導体の薄膜トランジスタの量産用実装技術にめどを付けた。

ディスプレーの組み立ては濱田プレス工芸（大阪府）が行う。デジタルサイネージ（電

子看板）など幅広い用途での利用を見込み、2024 年中の製品化を目指す。東京大学大学

院の竹谷純一教授の研究室などが主導して開発した技術を用いる。 

□ＪＯＬＥＤ、経営破綻 投入 1390 億円 回収困難            2024.1.21

「勝ち目なかった」日の丸有機ＥＬ、ディスプレーの幻想苦境に国策構想「渡りに船」

昨年３月、国主導でつくられた有機ＥＬディスプレーのメーカーが３３７億円の負債

を抱えて経営破綻した。この会社には１３９０億円の税金がつぎ込まれたが、８年間

で一度も黒字を達成できずに終わった。在籍した技術者はこう証言する。「はじめから

勝算は全くなかった」。                           ３ 



□コーデンシ・大日印、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ不要の「空間入力」システム開発 2024.1,23 

空中に浮かび上がったボタンを押そうと伸ばした指先をセンサーが検知する 

コーデンシ（京都府）は大日本印刷（ＤＮＰ）と共同で、ディスプレーなどを用いず空

中に立体的な画像を表示する非接触入力システム「空間入力押しボタン」を開発した。

コーデンシの三角測量方式距離センサーを応用した空間入力モジュールと、ＤＮＰのホ

ログラムフィルムを組み合わせて実現した。

□近畿大、ﾍﾟﾛﾌﾞｽｶｲﾄ量子ﾄﾞｯﾄから多様な色の発光成功 円偏光利用 2024.1.23 

ペロブスカイト型量子ドットからのマルチカラー発光 

近畿大学の今井喜胤教授らは、半導体材料として注目されている「ペロブスカイト量子

ドット」を使い、さまざまな色で発光することに成功した。ペロブスカイト量子ドット

に磁力を加えることで、らせん状に回転しながら振動する光「円偏光」を発生。その組

成の変更だけで色を変えられた。セキュリティー認証技術の実用化や３次元（３Ｄ）表

示用有機ＥＬディスプレーの製造コスト削減などが期待される。 

□有機 EL パネル、続く停滞 テレビ向け需要鈍く 10～12 月大口、3四半期連続横ばい

2024.1.27 

テレビ用有機 EL パネルの市況が停滞している。指標品の大口取引価格は 2023 年 10～12

月期まで 3 四半期連続で横ばいとなった。高額商品である有機 EL テレビは世界的な物価

高の影響で販売が鈍い。大手パネルメーカーは生産を絞り、値下がりを食い止めている。

テレビ販売の速やかな回復は見込めず、市況の低迷が続きそうだ。

□慶大、畳をタッチセンサー化 スマート家電など向け 2024.1.31 

慶応義塾大学の澤田直春大学院生と杉浦裕太准教授らは、タッチセンサー化した畳を開

発した。い草などの畳表の下に静電容量式のセンサーシートを敷く。70cmX70cm の畳の場

合で、3.7cm の分解能で接触点を判別できる。スマート家電のスイッチや足運び分析、生

活見守りなどの用途に提案。自己容量方式の静電容量センサーシートを作製した。 ４ 



■半導体

□半導体、4～6 月に需要好転へ AI や EVけん引 世界景気底上げも    2024.1.5

半導体の世界需要が 2024 年 4～6 月期に好転する。生成 AI（人工知能）向けデータセン

ターや電気自動車（EV）向け半導体などが需要をけん引し、半導体大手は増産に動く。3

～4 年で周期的に好不況を繰り返す半導体市況の「シリコンサイクル（総合 2 面きょう

のことば）」の好転で、世界景気全体の底上げにもつながる。 

□旭化成が高精度半導体 車載センサー、子供置き去り防止 12兆円市場に布石

 2023.1.7 

旭化成は 2024 年 10 月にも新型半導体チップを量産する。チップをセンサーに組み込め

ば、乳幼児の呼吸など微細な動きを区別できるほど精度を高められ、自動車内の置き去

り事故の抑制に効果を発揮する。住宅での高齢者の見守りにも生かせる。車内に残され

た幼い子の異変や高齢者の容体急変など、周囲が早期に気付ける仕組みを広げる。 

□アオイ電子 チップレットなどに対抗 先端拠点の整備対応 2024.1.11 

□ルネサス、米パワー半導体買収 GaN技術取得   2024.1.12 

ルネサスエレクトロニクスは、次世代半導体である窒化ガリウム（ＧａＮ）を用いたパ

ワー半導体を設計・製造する米トランスフォームを約 3 億 3900 万ﾄﾞﾙ（約 492 億円）で

買収すると発表した。子会社を通じ、発行済み普通株式をすべて取得する。ＧａＮの技

術をパワー半導体事業に組み込み、電気自動車（ＥＶ）のほか、人工知能（ＡＩ）やデ

ータセンター、再生可能エネルギー向けなど拡大する市場への取り組みを強化する。 

□ディスコ、半導体装置向け新工場 広島に、生産能力 14倍       2024.1.14

ディスコが半導体製造装置に使う部材の新工場を広島県呉市で建設する。生産するのは

半導体材料の切断や研削、研磨に使う砥石で 2025 年にも着工し、生産棟を順次増やす。

投資総額は 400 億円強とみられ、生産能力は 35 年までに現在の約 14 倍に高まる見通し。

半導体メーカーの国内外での生産拡張をにらみ供給体制を整える。ディスコはウエハー

基板を「切る、削る、磨く」の３工程向けの装置を手がけ、世界１位のシェアを持つ。

５ 



□半導体再興へ 大学の最先端研究 チップレット集積牽引「中工程」を産学で実用化へ

2024.1.18 

• 

栗田特任教授はチップレット同士の新しい接続技術として、微小な金属柱でチップレッ

トとシリコンブリッジをつなぐ「ピラー・サスペンディド・ブリッジ」（ＰＳＢ）構造を

提案。数ある接続法の中で唯一、中継部材であるインターポーザーが不要なため、シン

プルかつ低コスト製造が可能で拡張性も高い。 

□ＴＳＭＣ反転、今期 2割増収へ AI半導体需要増           2024.1.19

熊本工場の量産 10～12 月 かさむ投資、利益率に課題

半導体世界大手の台湾積体電路製造（TSMC）が生成 AI（人工知能）向けの需要をつかみ

反転攻勢に出る。18 日、2024 年 12 月期の売上高が前期比で 2 割増え、過去最高を更新

するとの予想を示した。拡大路線をとるなかで、利益率の確保や日米工場の円滑な立ち

上げが課題となる。2023 年の売上げは 2 兆 1617 億台湾元（約 10 兆 900 億円）前年比

4.5%減少、純利益は 8384 億台湾元（約 3兆 9100億円）前年比 17.5%減少。

□半導体製造装置販売、来年度 27％増で初の 4兆円超 SEAJ まとめ    2024.1.19

設備投資、後半に回復見通し

日本半導体製造装置協会（ＳＥＡＪ）は、2024 年度の日本製半導体製造装置の販売額が

23 年度比 27%増の 4 兆 348 億円と、初めて 4 兆円を上回って過去最高を 2 年ぶりに更新

するとの予測を発表した。半導体受給改善を受け、装置への投資が年度後半以降回復す

る。中国向けで引き続き強い需要が期待。生成ＡＩ関連の需要も予想より早く立ち上が

っている。

６ 



□2023 年の世界半導体売上高ﾗﾝｷﾝｸﾞ、Intel が 3 年ぶりトップ NVIDIA が初のトップ 5

 2024.1.17  

米国の市場調査会社 Gartner によると 2023 年の世界半導体売上高（速報値）ランキング

で、Intelが 3年ぶりに Samsung Electronics を上回り、売上高トップとなった。メモリ

ベンダーの落ち込みは顕著で、前年 5 位の Micron Technology はトップ 10 外に。一方急

成長の NVIDIAが初のトップ 5入りを果たした。2023 年の世界半導体売上高（速報値）が

前年比 11.1％減の 5330億米ドルとなったと発表した。 

。 出所：Gartner（2024 年 1 月） 

□イビデン IC パッケージ高性能化                   2024.1.23

ＩＣパッケージは半導体チップを保護しつつ一体化し、外部との接続を担う電子部品だ。

放熱性、プリント基板への実装性の良しあしも左右する。半導体チップの微細化が難易

度を増す中、増大するデジタルデータの高速処理でＩＣパッケージの高性能化が注目さ

れている。イビデンは世界の同市場で５割以上のシェアを持つ。経営資源を集中し、将

来を見据え要素技術や生産技術の開発を加速している

。

□オムロンがチップレット向けに新型検査装置、ターゲットは後工程・中工程

2024.1.25 

オムロンは、チップレット集積などの先進パッケージングに向けた新型 X 線検査装置を

開発した。2024 年春に発売し、自動車向けの新製品と合わせて 2024 年度に数十億円の

売り上げを見込む。半導体パッケージ内部のチップ間や、チップとパッケージ基板の接

続に利用するはんだを検査する。検査時間を 30 秒と従来品の半分に短縮したほか、画像

の解像度を高めた。後工程で高まる自動化ニーズに応えるべく、自動搬送にも対応する。 

７ 



□都立大など、次世代半導体材料 TMD を巻物構造化 触媒・デバイスに応用

 2024.1.25 

東京都立大学や産業技術総合研究所などの研究チームは、次世代半導体材料として注目

されている遷移金属ダイカルコゲナイド（ＴＭＤ）の単層シートを使い、最小内径が約

５nm の安定な巻物状構造を作製した。ＴＭＤの曲率や結晶の対称性などを制御すれば、

高性能な触媒や発電デバイスなどに応用が見込める。 

□レゾナック、米に半導体パッケージ研究の新組織 新拠点を活用 2024.1.26 

レゾナックは 2025 年以降に米国で次世代半導体パッケージ実装技術に関する研究開発コ

ンソーシアムを構築する方針だ。２５年をめどに米国に新設する研究開発拠点を活用し

活動することを想定。コンソーシアムの参画企業と後工程における最適な半導体材料の

組み合わせを研究し、商品力や提案力を強化する。 

□ＴＳＭＣ、第 2 工場も熊本・菊陽町に建設 2月発表か        2024.1.29

台湾積体電路製造（TSMC）が熊本県に建設を検討中の第 2 工場に関し、第 1 工場と同じ

菊陽町とすることが 28日、分かった。TSMCが 2月に正式発表するという。第 1工場の建

屋は既に完成し、2 月 24 日に開所式を開く。第 2 工場は、第 1 工場の近くに立地すると

みられる。第 2工場では、回路線幅 7ナノ相当の製品などを生産する見通し。

□光の半導体で日米韓連合 NTT、インテル・SK と IOWN 普及後押し   2024.1.30

NTT は次世代通信基盤「IOWN（アイオン）」の中核技術で大幅な消費電力削減につながる

光半導体を開発する。米インテルなど半導体メーカーと連携し、韓国半導体大手の SK ハ

イニックスとも協力する方向で調整する。日本政府が計約 450 億円を支援する。データ

インフラはﾃﾞｼﾞﾀﾙ社会の要となる。日米韓連合で国際標準のデータ基盤技術確立を狙う。

□大日本印刷、半導体に活路 ガラス基板材料、インテル狙う 過去最大 850 億円投資

  2024.1.31 

大日本印刷が資本市場と向き合いながら再成長の壁に挑んでいる。政策保有株の売却を

進める一方、半導体や車載電池の部材で大型投資に相次ぎ乗り出す。 

大日本印刷が開発を進めるガラス基板材料「ガラスコア」 ８ 



■新技術、材料、電池

□汎用化進むアクチュエーター 日系、世界シェア構図揺らぐ 2024.1.5 

OIS 市場 5割増、スマホ搭載カメラ数増で

スマートフォン内蔵カメラのピントを調節し、手ブレを防止するアクチュエーター。日

本の電子部品メーカーが技術力を強みに世界シェア上位を占めてきたが、この構図が近

年揺らいでいる。スマホカメラの性能向上が重視される一方、それに寄与するはずのア

クチュエーターは汎用化が進展。海外からの新規参入が増え、収益性低下の懸念も強い。

□日産化学が「曲がる太陽電池」材料 1兆円市場に的          2024.1.10

日産化学は次世代太陽電池「ペロブスカイト」型太陽電池の材料で、2030 年の事業化を

目指す。新たに開発したのは効率よく発電するための材料で、従来品より塗布しやすく、

電池の大型化や量産時の歩留まり改善につながる。1 兆円規模とも期待されている市場に

素材メーカーの参入が相次ぐ

□積水化、「ペロブスカイト太陽電池」耐久 20 年実現へ 来年事業化 2024.1.10 

フィルム型ペロブスカイト太陽電池

積水化学工業は開発中の次世代太陽電池「ペロブスカイト太陽電池」について、２０２

５年までに２０年相当の耐久性を実現する方針を固めた。一般的に耐久性は５―１０年

程度とされ、長寿命化が実用化の障壁だった。２０年の耐久性は一般的なシリコン系太

陽電池にも匹敵し、社会実装に向けて大きく前進する。積水化学は液晶向け封止材やガ

ラス用中間膜などで培った独自技術を応用し、フィルム型ペロブスカイト太陽電池を開

発している。すでに幅３０センチメートルのロール・ツー・ロール（Ｒ２Ｒ）方式の製

造プロセスを構築。屋外耐久性１０年相当で発電効率１５・０％の電池製造に成功した。

今後は耐久性の向上に加え、量産化を見据えて幅１メートルの生産技術を確立する。９ 



□「ペロブスカイト太陽電池」加熱後も性能維持 名大が開発、フラーレン誘導体活用

 2024.1.11 

名古屋大学の松尾豊教授らの研究グループは、真空蒸着が可能なフラーレン誘導体を用

いた耐久性の高いペロブスカイト太陽電池を開発した。 

□建物内の位置 高精度に把握 東大、素粒子で誤差 3.9センチ ロボットや自動運転に

 2024.1,12 

東京大学は空から降り注ぐ宇宙由来の素粒子を使って物体の位置を誤差 3.9 センチメー

トルの高い精度で測定する技術を開発した。この素粒子は物質を透過する性質があり、

建物内や地下でも使える。全地球測位システム（GPS）の電波が届きにくい場所で、ロボ

ットや自動運転車の誘導に使える。物質やエネルギーの最小単位である素粒子の一種で、

空から大量に降り注ぐミューオンを活用する。 

□ビル壁面で発電、生産 3倍 カネカ 高性能電池、ガラスと一体   2024.1.11 

カネカはビル壁面などで使える建材と一体にした太陽光発電パネルの年間生産量を 2030

年までに現在の約 3 倍に増やす。都心部ではパネル設置場所が限られており、窓ガラス

やビル壁面に潜在需要がある。建材一体型の普及により、現在の国内の太陽光発電能力

に匹敵するとの試算もある。ビル群が都市発電所として電源の一翼を担う可能性がある。 

カネカは窓ガラスなどに使える建材一体型発電パネルを大成建設と共同開発した。

□原子力機構、使用済み核燃料発電を来年実証 熱・放射線を利用  2024.1.16 

日本原子力研究開発機構は放射性物質が発する熱や放射線を利用して発電する技術の実

用化に乗り出す。熱や放射線を感知して電気に変換する熱変換素子と放射線変換素子を

開発し、2025 年に放射性廃棄物や使用済み核燃料を用いた発電を実証する。28 年にもワ

ット級の発電を達成し、原子炉や核燃料貯蔵施設などでの利用に向けて検討に入る。 
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□京セラ、水中で高速通信                      2024.1.19

ドローン潜り洋上風力撮影→映像送り点検 電波代替にレーザー光

京セラは水中で世界最高水準の毎秒 1 ギガ（ギガは 10 億）ビットの通信を可能にする装

置を開発する。海の中で 100 メートル先にデータを届ける技術を 2028 年までに実用化す

る。水中ドローンが撮影した映像を基に洋上風力発電設備を手軽に点検できるようにな

る。水中通信市場は 7年後に 3兆円規模になる見通し。

□Microsoft、全固体電池の新素材発見 AI 使い 2週間で         2024.1.23

米マイクロソフトは量子力学に関するデータを学習した人工知能（AI）を使い、次世代

電池として期待がかかる全固体電池向けの新素材を発見した。高性能コンピューターを

組み合わせることで計算精度を補い、従来は 2 年かかっていた研究を 2 週間に短縮した。

□東レ、ステンレス鋼並み強度の樹脂フィルム開発              2024.1.25

東レは２４日、引張強度が最大１２００メガパスカルとステンレス鋼並みの高強度を持

つ樹脂フィルムを開発したと発表した。独自の押出・二軸延伸プロセスにより、超高分

子量ポリエチレンの分子鎖を２次元方向に高度に配向させたナノ構造を実現することに

成功した。フレキシブルデバイス向けの放熱材や、極低温環境下で用いる工業製品の絶

縁材などでの展開を目指す。

□ＮＴＴドコモ、遠い場所から味覚共有 再現技術開発         2024.1.30

人間拡張基盤、精度上げる

ＮＴＴドコモと明治大学総合数理学部の宮下芳明研究室、Ｈ２Ｌ（東京都港区、玉城絵

美社長）は、相手の感じ方に合わせて味覚を共有できる技術を開発した。味覚関連のデ

ータ分析機器で伝えたい味を数値化。２５項目の質問を通じて共有する相手の味覚の感

じ方を推定し、味覚再現駆動装置が２０種類の味覚標準液を使って伝えたい味を再現す

る。映画鑑賞時に、作品の主人公が食べるものの味を鑑賞者にも共有するといった新し

い体験が期待できそうだ。                         １１



□マスク氏のニューラリンク、人間脳にチップ埋め込み ALS患者念頭   2024.1.30

起業家イーロン・マスク氏は 29 日、自身が創業したニューラリンクが、人間の脳に小型

のチップを埋め込む手術を初めておこなったと明らかにした。開発が進めば、全身の筋

肉が衰える難病「筋萎縮性側索硬化症（ALS）」などの患者が、考えるだけでコンピュー

ターを操作できるようになる可能性がある。

■カーエレクトロニクス

□米テスラ、EV 販売で首位陥落 10―12 月期、中国 BYD 下回る       2024.1.5

昨年米電気自動車（ＥＶ）大手テスラが発表した 2023 年 10~12 月期の世界販売台数

（速報値）は、前年同期比 19.5%増の 48 万 4507 台だった。過去最高を記録したが、初

めて業界最大手の座を中国・比亜迪（ＢＹＤ）に譲った。世界のＥＶ業界を先導して

きたテスラだが、勢いを増す中国勢に主導権を奪われつつある。ＢＹＤのＥＶ販売台

数は 60.0%増の 52万 6409 台だった。

□ホンダ、カナダにＥＶ新工場計画 車載用電池単独生産も検討 2024.1.8 

ホンダが、カナダで電気自動車（ＥＶ）の新工場建設を検討していることがわかった。

車載用電池の単独生産も検討している。2030 年頃までの稼働を目指しており、重要市場

に位置づける北米で生産体制を強化する。 

□自動運転の「目」中国伸長 物体との距離、高精度測定 2024.1.8 

特許出願、日米独しのぐ EV競争激化で差異化図る

自動運転の「目」となる部品「LiDAR（ライダー）」で、中国企業の存在感が強まってい

る。特許出願数で日米企業を大きく上回り、市場シェアも過半を握る。中国では電気自

動車（EV）の開発競争が激しく、差異化のためにライダーを使った運転支援の高度化が

進む。日米欧企業の動きは遅く、独ボッシュなどが開発から撤退し始めた。   １２ 



□世界で最も売れている車は？ テスラ「モデル Y」が首位 ブランド別、トヨタ上位

ＥＶの懸念材料 各国政府、後押し縮小？               2024.1.15

世界で最も売れているクルマは何か。車名別の自動車販売台数ランキングをみると、電

気自動車（EV）と多目的スポーツ車（SUV）が人気だ。首位は米テスラの SUV タイプの EV

「モデル Y」だった。ブランド別ではトヨタ自動車が上位を席巻。トップ 10 の半数を占

めた。一方、独フォルクスワーゲン（VW）の苦戦が目立つなど優勝劣敗が鮮明に。急拡

大してきた EV 市場だが、24 年は伸び率が鈍化する可能性がある。欧州では EV に対する

補助金を縮小する動きが広がる。中国製 EVを事実上排除する政策も目立ち始めた。

■通信 ５Ｇ/６Ｇ(第５世代/第６世代)

□中国、世界に衛星通信網 米に対抗 2.6 万基 今年着手 商用・軍事に布石

 2024.1.11 

中国は 2024 年から低軌道衛星による通信網構築に着手する。国有企業が中心となって 2

万 6000 基以上の衛星を打ち上げ、世界全体をカバーする。西側諸国では米国発の衛星通

信「スターリンク」の利用が進む。中国は独自網の構築で米国に対抗する。10 年程度で

衛星の配備を完了し、通信網の構築をめざすとみられる。2 万 6000 基の低軌道衛星は米

スペース Xがスターリンクで配備済の約 5000基の 5倍の規模になる。...
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□デンカ、５Ｇ有機絶縁材を投入 30 年に売上高 100 億円超へ       2024.1.15

デンカは注力分野の一つに位置づける「ＩＣＴ＆エナジー」の領域で新製品を相次ぎ立

ち上げる。高速通信規格に対応するプリント基板向け有機絶縁材料を 2024年上期に本格

販売する計画。半導体の製造工程でウェハーを薄く削る際に使う仮固定用の耐熱接着剤

も 24年度に市場投入する。

□ドローンの 5G 利用を解禁 24 年度、高精細な映像中継         2024.1.29

政府は 2024 年度にドローンによる高速通信規格「5G」の携帯電話回線の使用を解禁する。

遠隔操縦によりドローンから送るデータの量を増やせる。高精細映像のリアルタイムで

の確認により災害救助やインフラ点検の質を高められる。

■脱炭素/カーボンニュートラル、ＳＤＧｓ

□大規模洋上風力、巨額投資に地元どう関与 GPIが北海道で運転、国内 2例目

恵みの風吹くか                          2023.1.7

国内 2 例目となる大規模洋上風力が、石狩湾新港（北海道石狩市、小樽市）で 1 月から

商業運転を始めた。総事業費は約 800 億円に上る。関連部品や建設の国内調達率は国が

掲げる 6 割の目標を初めて達成したが、大企業が中心で地元企業の恩恵は限定的だった。

国は地域再生へ巨額投資の特需を期待するが地元が追い風を捉えるためには課題が多い。

□日本板硝子、ガラス製造時の CO2回収 英企業と連携          2024.1.15

日本板硝子はガラス製造時の二酸化炭素（CO2）を分離回収する実証実験を始めた。英国

のスタートアップ企業と連携し、回収装置を英国のガラス製造に使うフロート窯に設置

する。ガラスは製造時の CO2 排出量が多い。英国のグリーンゲート事業所の板ガラスを

製造するフロート窯の煙突部分に CO2回収装置を接続する。

１４ 



■企業動向、製品動向

□市場沸いたけど…海外と開いた差 東証「バブル以来高値」、顔ぶれは様変わり

 2023.12.30 

2023年の株式相場は、バブル経済期以来の高値を更新するなど活況に沸いた。年末時点 

の時価総額トップは 42兆円のトヨタ自動車で、株価の年間上昇率は 43%。上位銘柄はバ 

ブル期から大きく様変わりし、日本経済の変遷を映し出す 

□23 年世界スマホ出荷、Apple首位 サムスン 13年ぶり陥落      2024.1.17

米調査会社 IDCは 15日、2023年のスマートフォンの世界出荷台数で米アップルが首位に

立ったと発表した。韓国サムスン電子が 13年ぶりに首位の座を明け渡した。23年の世界

市場は 22年比 3.2%減の 11 億 6690万台で、世界的なインフレや技術の成熟の影響で、過

去 10年で最低となった。23年のメーカー別出荷台数はアップルが前年比 3.7%増の 2億

3460 万台でシェアが過去最高の 20.1%。2位のサムスンは 13.6%減の 2憶 2660 万台で、

シェアは 19.4%だった。小米が 3位で出荷台数は 4.7%減。アフリカで人気が高い伝電控

股（トランシオン）は 30.8%増だった。... 

□サムスン、翻訳 AI搭載の新型スマホ 指で囲む画像検索も 2024.1.19 

サムスンは説明会で英語とスペイン語を翻訳する様子を披露した

韓国サムスン電子は 17日、スマートフォンの旗艦モデル「ギャラクシーS24 シリーズ」 

を発表した。データ通信せずに端末で人工知能（AI）を活用した同時翻訳ができる。米 

グーグルとも連携し、同社の画像検索の新機能も搭載した。スマホ市場が成熟するなか、 

AI を新機軸に需要の掘り起こしを狙う。S24シリーズは 2023年に発売した S23シリーズ 

の後継にあたり、同じく端末の性能ごとに 3機種を用意した。31日からの出荷を予定し 

ている。新型スマホは通話やメッセージでやり取りするときに同時翻訳の機能を使える。 

英語やスペイン語、日本語など 13言語に対応する。友人との会話やレストランの予約な 

ど幅広い場面で手軽に翻訳ができるようにする。米グーグルとの提携を強化し同社の生 

成ＡＩの基盤技術「ジェミニ」も使えるようにした。             １５ 



□ジェネシア、光のプロ集団 10 人で国のセンサー研究主導       2024.1.26

役員と従業員あわせて 10 人の小企業だが、国からプロジェクトの旗振り役を任される会

社がある。光学機器メーカーのジェネシア（東京都三鷹市）だ。10人のうち 8人が博士

号や修士号を持ち、光を波長ごとに細かく分解する高度なレンズ技術に強い。「宇宙で稼

げる産業をつくる」という目標を掲げ、大手企業からも頼られる実態に迫った。

□２輪車、電動化加速 脱炭素化実現へ世界で優遇策         2024.1.26

「１００年に１度の変革期」にある自動車業界にあって最優先の課題である電動化。

２輪車も例外ではなく対応を迫られる。カーボンニュートラル（ＣＮ、温室効果ガス排

出量実質ゼロ）実現に向け、各国政府が支援策を展開しており、電動２輪車の需要が拡

大している。ゲームチェンジの好機と捉えるベンチャーなども新規参入し、競争激化は

必至。２輪車の世界シェアで計４割強を占める日本メーカー勢も電動２輪車の開発、

販売を加速している。

□住友化学、液晶部材 3割減 生産能力削減 中国増産、供給過剰に    2024.1.30

住友化学は液晶パネルで光を調整する部材で、2024 年秋までに生産能力を 3 割削減する。

同社は 25年 3月期までの 2年間で約 30件の事業で売却や縮小を進める方針を明らかに

しており、そのうち 10件程度は 24年 3月期中にめどをつける方針だ。石油化学製品の

市況悪化などで全体の業績が悪化しており、収益改善へ構造改革を急ぐ。
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■ＡＩ、生成ＡＩ

□万能 AI がもたらす未来 物理法則を発見する可能性も         2024.1.9

人間と自然に対話する人工知能（AI）「Chat（チャット）GPT」の登場を機に、生成 AIが

急速に普及している。技術の進化はとどまる気配をみせず、人間をしのぐ「万能 AI」が

近い将来に実現する可能性もある。万能 AIは従来の AIとどこが違い、どのような影響

をもたらすのか。

□生成 AI、暮らし進化競う 米見本市 CES 2024.1.10 

ソニー・ホンダ、EVに搭載 パナソニックは動画提案 TV

世界最大の技術の見本市「CES」の一般公開を前に人工知能（AI）を軸とした発表が相次

いだ。ソニーグループとホンダが折半出資する電気自動車（EV）会社は米マイクロソフ

トと提携し、パナソニックホールディングス（HD）はテレビ開発で米アマゾン・ドッ

ト・コムと組む。家電や車各社が AIを使う製品・サービス投入を急ぐ中、AI の中核技術

は米巨大 IT絡みの構図も浮き彫りになっている。 

□データセンターの電力消費量急増 生成 AI 拡大で 26年に 2.3倍 2024.1.28 

データセンターは千葉県印西市などに集積。電力インフラへの負荷が高まる 

世界でデータセンター（DC）の電力消費量が急増している。膨大な計算が必要な生成 AI

（人工知能）の利用拡大が背景で、国際エネルギー機関（IEA）は 2026 年の電力消費量

が 22 年から最大で 2.3 倍になるとの試算を示した。欧米の DC 集積地では供給力が逼迫。 

DC の新設が相次ぐ日本でも電力契約が急増しており、備えが必要になっている。 １７ 



■その他

□電子デバイス業界 ２０２３年１０大ニュース   2023.12.28 

１．生成ＡＩの需要急増   エヌピディア躍進

２．ラピダスの工場立地   北海道千歳市に決定 

３．日本政府 半導体産業への支援強化 

４．ＴＳＭＣの国内投資委 第２/第３工場も計画 

５．ＳｉＣ投資が拡大  ⅹＥＶが市場牽引 

６．半導体市況悪化 在庫調整影響長引く 

７．先端パッケージに脚光  ガラスなど新材料も 

８．ＳＢＩとパワーチップ  宮城に新工場建設 

９．中国半導体投資が活況  装置市場を下支え 

１０. 半導体材料のＪＳＲ ＪＩＣ傘下に 

□ＧＤＰ、日本４位転落確実 独が伸長、円安も影響 ２３年 20241.1.16 

２０２３年の名目国内総生産（ＧＤＰ）で日本がドイツに抜かれ、世界４位に転落する 

ことがほぼ確実になった。米ドル換算で比べるため、日本のＧＤＰが円安で目減りする 

一方、ドイツは大幅な物価高でかさ上げされることが要因だ。ただ、長期的にドイツの 

経済成長率が日本を上回ってきた積み重ねの結果という面もある 

□月面着陸 日本探査機 SLIM 5カ国目 太陽電池は発電せず 2024.1.21 

宇宙航空研究開発機構（JAXA）は 20 日未明、日本の月探査機「SLIM（スリム）」が月面

着陸したと発表した。地球からの信号を正確に受信し、SLIM が反応していることは確認

できているという。国中均・宇宙科学研究所長は「月へのソフトランディング（軟着

陸）は成功したといえる」と述べた。ただ、SLIM の太陽電池が発電していない状況で、

搭載しているバッテリーで運用しているという。 以上 

１８ 



「図表、写真」の出所一覧（WEB、電子版を含む） 

■ＣＥＳ２０２４ ＡＩ大競争時代

・２０２４．１．１３ 日本経済新聞 ・２０２４．１．１４  日本経済新聞 

■ディスプレイデバイス（液晶・有機 EL他）・タッチセンサー・部材

・２０２４．１．９ AV watch  

・２０２４．１．２１  朝日新聞 

・２０２４．１．２３  日刊工業新聞 

・２０２４．１．２７  日本経済新聞 ・２０２４．１．３１  日刊工業新聞 

■半導体

・２０２４．１．５ 日本経済新聞 

・２０２４．１．１８  日刊工業新聞 

・２０２４．１．１９  日本経済新聞 ・２０２４．１．１７  EE Times 

・２０２４．１．１９  日刊工業新聞 ・２０２４．１．３０  日本経済新聞 

・２０２４．１．２３  日刊工業新聞 

■新技術、材料、電池

・２０２４．１．５ 日刊工業新聞 ・２０２４．１．１９  日本経済新聞  

・２０２４．１．１０  日本経済新聞 ・２０２４．１．２３  日本経済新聞 

・２０２４．１．１０  日刊工業新聞  ・２０２４．１．１６  日刊工業新聞 

・２０２４．１．１２ 日経産業新聞 

■カーエレクトロニクス

・２０２４．１．８ 日本経済新聞 

・２０２４．１．１５ 日本経済新聞 

■通信 ５Ｇ/６Ｇ(第５世代/第６世代通信)

・２０２４．１．１１ 日本経済新聞 

■脱炭素/カーボンニュートラル、ＳＤＧｓ

・２０２４．１．７ 日本経済新聞 

■企業動向、製品動向

・２０２３．１２．３０ 日本経済新聞 ・２０２４．１．２６ 日刊工業新聞

・２０２４．１．１９  日本経済新聞 ・２０２４．１．３０ 日本経済新聞

■ＡＩ、生成ＡＩ

・２０２４．１．９ 日本経済新聞 

・２０２４．１．１０ 日本経済新聞 

・２０２４．１．２８  日本経済新聞 

■その他

・２０２４．１．１６  朝日新聞 

・２０２４．１．２１  朝日新聞 


